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令和８年度 10 月号 

５年生福祉体験 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

相手の目線から見えてくるもの 

先日の車椅子体験では、子どもたちから「少しの段差でも進めない」「急に

押されると怖い」といった気づきの声が多く上がりました。普段通り過ぎている

場所にも、乗ってみて初めてわかる「壁」があります。 

大切なのは、相手の立場になって「今、どんな気持ちかな？ 」と考え、自分

から「何か手伝いましょうか？ 」と声をかける一歩です。今回の体験をきっか

けに、みんなが安心して過ごせる優しい思いやりの輪が、学校や地域へ広がっ

ていくことを願っています。 

令和 8年 10月５ 日(月) 

福祉体験  5 年生 

段差に苦戦する場面 

乗り心地を確かめる場面 

体育館玄関横にもスロープを発見！ 

事務室前にもスロープがあるね 


